
 

神戸大学、新型コロナウイルスに対する安全な創薬スクリーニング系の構築 

 

神戸大学大学院保健学研究科の小瀧将裕助教、亀岡正典教授らの研究グループ

は、新型コロナウイルスに対する安全な創薬スクリーニング系を構築しまし

た。本研究により、新型コロナウイルスに対する新薬開発の加速が期待されま

す。 

 

新型コロナウイルスは現在世界中で猛威を振るっています。新型コロナウイル

ス感染症(COVID-19)の終息には治療薬の開発が必要不可欠です。現状、治療

は既存の承認薬の転用により行われており、COVID-19に対する新規治療薬の

開発は緊急の課題です。 

 

通常、新規治療薬候補のスクリーニングには感染性のあるウイルスを用いま

す。しかし、新型コロナウイルスは病原性・感染性が高く危険なため、高度な

病原体封じ込め施設(BSL-3実験室)での使用しか認められておらず、治療薬開

発の障害となっています。このため、安全かつ効率的な創薬スクリーニング系

の構築は、新規治療薬の開発に重要です。 

 

本研究では、安全な創薬スクリーニング系の構築を目指して、新型コロナウイ

ルスのレプリコンを構築しました。レプリコンとは感染性のない、自己増殖の

可能なウイルス遺伝子です。 

 

新型コロナウイルスの遺伝子には、ウイルス遺伝子の増殖に関わる遺伝子と、

ウイルス粒子の形成に関わる遺伝子があります（図1）。このうち、遺伝子の

増殖に関わる部分を残し、ウイルス粒子形成に関わる部分の一部(S、M、E)を

欠損させることで、感染性のウイルス粒子を産生しない、かつ自己増殖が可能

な遺伝子の構築が可能です。この遺伝子は感染性がないため、高度な病原体封

じ込め施設でなくても扱うことが可能です。また、本研究ではレプリコンの増

殖を簡便に測定するため、ウイルス遺伝子の一部にレポーター遺伝子を導入し

ました。 

 

 



 

図1. 新型コロナウイルスおよびレプリコンの遺伝子構造  

 

結果、自己増殖が可能かつ、増殖すると発光するレプリコンの構築に成功しま

した（図2）。また、このレプリコンの増殖はレムデシビル*3により阻害され

ることを確認しました。その阻害の程度は、感染性の新型コロナウイルスを用

いた場合と同程度であり、感染性のウイルスを用いた評価系と同等に扱うこと

ができると考えられます（図2）。 

 

 

図2. レプリコンの増殖およびレムデシビルによる増殖阻害の様子 

 

今回の研究成果は、新型コロナウイルスのレプリコン構築方法を世界で初めて

報告するものです。しかし、現状では大量検体を用いた創薬スクリーニングに

は適していません。今後このレプリコンが改良されることで、より簡便に大規

模な創薬スクリーニングが可能となります。ひいては、COVID-19治療薬の開

発へとつながると期待されます。 
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